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Ⅰ　緒　言
　手拭（てぬぐい）は，浴用・洗顔などに用いる小
幅木綿布のこと。服飾的には被物（かぶりもの）と
して用いられることが多い。元来手拭は手を拭うも
のであったが，浴用や洗顔という本来の目的はタオ
ルにその座をゆずった１）。現代では商店や花柳界・
芸能界の配り物や，名披露目（なびろめ）の撒手拭（ま
きてぬぐい）などに多く使われる（服飾大百科事典
上巻）。近年市販している手ぬぐい 1 本のサイズは
幅 35㎝× 90㎝長さが一般的である。「神田川」の歌
の歌詞に「赤い手拭いマフラーにして二人で行った
横丁の風呂屋・・・」があるように，服飾的にはか
ぶりもの用途のマフラーにも使った。
　先行研究事例については，下家２）によると，手ぬ
ぐいはスカーフ的な使い方をしていた長方形の布
が，芸術的にも優れたものとなるまでには，おしゃ
れに目覚めた女たちとの闘いと工夫の歴史があった
と述べている。また手ぬぐい布を生かす側面では杉
野３），戸谷４）の手ぬぐい帽子，手ぬぐい 1 枚ででき
る幼児のハーフパンツ５），孫・中嶋６）の手ぬぐいで
製作したペットボトルサイズの人形浴衣などがあ
る。
　和文化と関連のある印象評価に関するこれまでの
研究では浴衣の評価条件がもたらす印象評価７）があ
る。この報告では温泉宿用の浴衣サンプル 6 種につ
いて，それぞれ畳んだ状態・トルソに着せた状態の
印象評価を行ったが，両方とも 11 対の形容語中「女
らしい－男らしい」，「若く見える－老けて見える」，
「派手な－地味な」の項目の平均値のギャップが最
も大きいことが示唆された。
　温泉宿用の浴衣は旅館の制服（ユニフォーム）で，
貸し出しをしているため，研究実験用に写真撮影は
可能であるが，実物ゆかたを入手するには製作する
か，旅館用途に市販されているサンプルを購入する
方法がある。新宿伊勢丹百貨店の場合は，市販の温
泉宿用の浴衣はお土産用（海外旅行時のホームステ
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イ先のお土産）に商品開発をしている。
　本研究では「手ぬぐい」布で製作したペットボト
ルサイズの人形浴衣を提示し，どのような人形浴衣
が好まれるのかを視覚評価により測定する。また若
者に好まれる手ぬぐい人形浴衣の特徴を明らかにす
る。さらに中・高の家庭科教員免許取得の必修科目
である「被服学実習」系の科目に活かす可能性を，
実践研究として提案したい。
Ⅱ　研　究　方　法
2－ 1．被験者と調査時期
　被験者は筆者の講義を受講している男子学生 101
名と女子学生 245 名で，有効標本数は計 346 である。
調査時期は 2017 年 7 月中旬である。「講義名」（調
査対象者）は「教養科目：生活の科学」（262 名），「選
択科目：アメニティ科学」（82 名），「選択科目：衣
環境論」（20 名），「選択科目：衣環境デザイン実習」
（10 名）」で合計 374 名を対象とした。また，論文
公表に関する倫理的配慮に従い，無記名で調査を
行った。
2－ 2．視覚評価に用いた人形浴衣の製作
　試料として手ぬぐいでペットボトルサイズのミ
ニ浴衣（人形浴衣）を製作した（2017 年 7 月上旬，
学生アルバイト依頼）。色や柄が異なるよう，計 18
種サンプルを製作した（図 1）。京都市で市販の高
級「絵手ぬぐい」と和柄を専門にするテキスタイル
会社に和柄の生地を購入した。価格は絵手ぬぐい布
1 枚で 1000 円から 1700 円の絵柄を購入した。手ぬ
ぐいサイズは縦 90㎝×横 35㎝である。一着の人形
浴衣の製作時間は 2 時間程度である。浴衣の帯は全
体の色柄に影響のないように紺色で統一した。手ぬ
ぐい布の色柄の選定においては，これまでの温泉浴
衣に関する研究成果 8 ～ 13）を参考した。
2－ 3．質問紙内容
1）「サンプルを見てどのような印象を持たれました
か。感想をお聞かせください。」〈自由記述〉人形浴
衣 18 サンプル（図 1）を見てどのような印象を持っ
たのか，感想を自由記述で答えてもらった。
2）「好みの浴衣を自分用，異性用それぞれ 2 ～ 4 つ
選んでください。」〈複数回答〉人形浴衣 18 サンプ
ルから自身が着ることを想定して好みの浴衣を選ん
でもらった。
3）「温泉用として自身が着たい浴衣をそれぞれ 2 ～
4 つ選んでください。」〈複数回答〉
　人形浴衣 18 サンプルから温泉用として自身が着
たい浴衣をそれぞれ選んでもらった。
2－ 4．分析方法
1）自由記述に関しては分析には IBM SPSS Text 
Analytics for Surveys 4.0.1 を用いた。テキストマ
イニングを用い，自由記述から単語を抽出してカテ
ゴリ化し，カテゴリ間の関連性をカテゴリ Web 図
により可視化した。データの集計・分析には IBM 
SPSS 23.0J を用いた。
2）複数選択 18 変数に関するデータは選択を 1，非
選択を 0 とする 2 値データ（ゼロ・イチ）に置き換
えた。そして多次元尺度法 14 ～ 17）を用いて 2 次元平
面上に距離（= 類似）のデータから，各浴衣の座標
をポジショニングマップで可視化し，横軸と縦軸の
次元の解析を試みながら浴衣間の類似性を検討し
た。複数回答（無制限複数選択形式）について，豊
田ら 18）は消費者心理学の視点から適用例を示した
が，提案手法は心理学の幅広い領域において適応可
能であることを示唆した。
3）好みの浴衣における男女の因子分析，クラスター
分析を行った。
Ⅲ　結果及び考察
3－ 1．自由記述による印象
　テキストマイニングにより自由記述から抽出した
図1　浴衣人形18サンプル
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表1　人形浴衣18着サンプルを見て抱いた印象のクロス集計
図2　人形浴衣の印象における出現回数（自由記述）
図3　人形浴衣18着サンプルを見て抱いた印象（WEBカテゴリ）
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単語をカテゴリ化し，その出現回数を図 2 に示した。
グラフは出現回数 10 回以上の単語を示し，棒グラ
フ上部の数値は全体での出現回数を示している。最
も出現回数が多かった単語から順に「かわいい 156
回（45.1％）」，「きれい 43 回（12.4％）」，「柄 40 回
（11.6％）」，「色 35 回（10.1％）」であった。「かわい
い」の多くは女子の回答であり，女子だけで 133 回
（54.3％）であった。全体的にポジティブな意見が
多く，浴衣を着たくなったという意見も見られたた
め，和文化体験や試料として有効であったといえる。
　カテゴリ間の関連性を Web 図に可視化した（図
3）。丸の大きさはその単語の出現回数を示し，線の
太さは線で結ばれた単語同士が同時に回答された回
数を示している。表 1 は多重回答のクロス集計を
行った結果である（出現 10 回以上）。「かわいい」
は「きれい」（15 回）と同時に回答され，「かわいい」
要因として，「色」（11 回）や「小さい」（11 回）と
いう回答が同時に見られた。また，「色」に対して「鮮
やか」（13 回）という回答が同時に見られた。
3－ 2．好みの人形浴衣
1）自分用に好みの浴衣
　男子が好む浴衣に選ばれた上位 3 着は，図 4 の左
から順に s11（63.8％），s6（53.2％），s14（30.9％）
となった。男子は紺や白のシンプルな配色の浴衣を
好むことがわかる。
　女子が好む浴衣に選ばれた上位 3 着は，図 5 の左
から順に s12（42.9％），s5（34.2％），s10（24.6％）
となった。上位 2 着は女性らしさを感じさせ，赤や
ピンクを取り入れ花柄の浴衣が好まれるといえる。
2）異性用に好みの浴衣
　男子が女子に着てほしい浴衣に選ばれた上位 3 着
は，図 6 の左から順に s5（45.5％），s12（31.3％），
s9（27.3％）となった。女子が好む浴衣の結果と比
較すると，上位 2 着の浴衣（s5，s12）は順位の違
いがあるものの一致した。女性らしい赤・ピンクの
色味があり，花柄の浴衣が男子にも好まれた。
　女子が男子に着てほしい浴衣に選ばれた上位 3 着
は，図 7 の左から順に s11（72.3％），s14（53.6％），
s6（37.9％）となった。男子が好む浴衣の結果と比
較すると，この 3 着の浴衣は順位の違いがあるもの
の一致した。
3－ 3．好みの人形浴衣の可視化（男子）
　好みの浴衣のポジショニングマップによる位置関
係を調べるために，多次元尺度法を用いて 2 次元平
面上に距離（= 類似）のデータから，各浴衣の座標
を求めた。その結果はポジショニングマップで可視
化され，4 つのグループで似た特徴を持つ浴衣が配
置される。
　男子の好みの浴衣の各座標は図 8 のようになっ
た。2 次元の縦軸は「白・暖色―寒色」，横軸は「単
色―多色」と解釈した。よって，右上のⅠグループ
は「白・暖色＋多色」，右下のⅡグループは「寒色
＋多色」，左下のⅢグループは「寒色＋単色」，左上
のⅣグループは「白・暖色＋単色」となる。
図6　女子に着てほしい浴衣（男子N=101）
図 7　男子に着てほしい浴衣（女子N=245）
図 4　男子好みの浴衣（男子N=101）
図 5　女子好みの浴衣（女子N=245）
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図8　男子の好みの浴衣ポジショニングマップ（N=101）
図 9　男子の好みの浴衣グループ別割合（N=101）
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図10　女子の好みの浴衣ポジショニングマップ（N=245）
図 11　女子の好みの浴衣グループ別割合（N=245）
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　図 9 には 4 つのグループごとの割合を示した。左
側の数字はサンプル番号である。図 8 に実線で丸く
囲まれた浴衣は，人形浴衣 18 サンプルの中で男子
に最も好まれた浴衣上位 3 着を示している。上位 3
着の浴衣がポジショニングマップ上でⅢとⅣのグ
ループに位置していることから，男子は単色または
二色使いの浴衣を好む傾向があると分かる。点線で
囲まれた 3 着は上位 3 着の次に選ばれた浴衣（4 ～
6 位）で，寒色の浴衣も好まれることがいえる。一
方で，Ⅰグループの「白・暖色＋多色」の浴衣は図
9 から明らかであるように，男子にあまり好まれな
いことがわかった。つまり，男子は白や紺，寒色と
いった地色を好み，色使いの少ないシンプルな浴衣
を好む傾向がある。
3－ 4．好みの人形浴衣の可視化（女子）
　女子の好みの浴衣の各座標は図 10 のようになっ
た。2 次元の縦軸は「小柄－大柄」，横軸は「古典
的－現代的」と解釈した。よって，右上のⅠグルー
プは「小柄＋現代的」，右下のⅡグループは「大柄
＋現代的」，左下のⅢグループは「大柄＋古典的」，
左上のⅣグループは「小柄＋古典的」となる。図
11 には 4 つのグループごとの割合を示した。左側
の数字はサンプル番号である。図 10 に実線で丸く
囲まれた浴衣は，人形浴衣 18 サンプルの中で女子
に最も好まれた浴衣上位 3 着を示している。上位 3
着の浴衣がⅠグループに位置していることから，女
子は小柄で現代的な浴衣を好む傾向があると分か
る。点線で囲まれた 4 着は上位 3 着の次に選ばれた
浴衣で，Ⅱグループ「大柄＋現代的」も好まれる
といえる。一方で図 11 からも明らかであるように，
Ⅲグループ「大柄＋古典的」，Ⅳグループ「小柄＋
古典的」に配置された浴衣が好みだと選んだ人はそ
れぞれ 10％以下であり，古典的な浴衣はあまり好
まれないといえる。
Ⅳ　結　言
（1）人形浴衣の印象に，最も出現回数が多かった単
語から順に「かわいい 156 回（45.1％）」，「きれ
い 43 回（12.4％）」，「柄 40 回（11.6％）」，「色 35
回（10.1％）」であった。
（2）男子が女子に着てほしい人形浴衣に選ばれた上
位 3 着は，女子が好む浴衣の結果と比較すると，
上位 2 着の浴衣は順位の違いがあるものの一致し
た。女性らしい赤・ピンクの色味があり，花柄の
浴衣が男子にも好まれた。女子が男子に着てほし
い浴衣に選ばれた上位 3 着は，男子が好む浴衣の
結果と比較すると，この 3 着の浴衣は順位の違い
があるものの一致した。
（3）男子は白や紺，寒色といった地色を好み，色
使いの少ないシンプルな人形浴衣を好む傾向があ
る。男子の好みの人形浴衣のポジショニングマッ
プを２次元でみると，縦軸は「白・暖色―寒色」，
横軸は「単色―多色」と解釈した。
（4）女子は小柄で現代的な人形浴衣を好む傾向があ
ると分かる。女子好みの人形浴衣のポジショニン
グマップを 2 次元でみると，縦軸は「小柄－大柄」，
横軸は「古典的－現代的」と解釈した。「小柄で
現代的」な浴衣が上位 3 着で，人気と言える。一
方で古典的な浴衣はあまり好まれないことがわか
る。ここで「現代的」の意味は「和モダンな印象」
の色・柄を意味する。あくまでも和のテイストを
感じさせるモダンな手ぬぐいの柄が人気であっ
た。この傾向は手ぬぐい以外の温泉用途の浴衣の
好みでも同様な傾向があった。都会的で和のテイ
ストのあるおしゃれな色柄が好まれることが示唆
された。
　以上，本研究では手ぬぐいで製作したペットボト
ルサイズの人形浴衣を提示し，人形浴衣の嗜好傾向
について視覚評価により評定を行った。また，「手
ぬぐい」布を材料に，人形浴衣を製作していること
や自由記述の回答では，参加した学生が人形浴衣製
作に興味を持ち，和文化体験となるとポジティブな
感想を寄せたことから，中・高の家庭科教員免許取
得の必修科目である「被服構成学実習」系の科目に，
和文化体験の一助として人形浴衣製作が寄与できる
可能性が本研究では示された。
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（和　文　要　旨）
　本研究は「手ぬぐい」サイズの人形浴衣を提示し，
嗜好傾向を分析することであった。試料は「手ぬぐ
い」で製作した人形浴衣 18 種である。標本数は大
学生女子 245 名，男子 101 名で計 346 名である。
　分析には，IBM　SPSS23.0J とテキストマイニ
ングソフトを使った。その結果，人形浴衣の印象
は「かわいい（45.1％）」，「きれい（12.4％）」，「柄
（11.6％）」，「色（10.1％）」であった。「かわいい」
の回答は女子だけで見れば 54.3％であった。全体的
にポジティブな意見や浴衣を着たくなったという意
見が多かった。また，人形浴衣を類型化した。さら
に，女子の好みの人形浴衣を可視化した。人形浴衣
の嗜好傾向は，男女による違いがみられた。
 （2018 年 5 月 21 日受付）
 （2018 年 7 月 19 日受理）
